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平成23年度　関西大学博物館実習
平成23年度の関西大学博物館実習は、受講者71名で、内訳は表の通りである。平成21年度の博
物館実習のカリキュラムは、後掲の「平成23年度関西大学博物館実習日程」にあるように実施し
た。関西大学では通年金曜日の 4時限～ 5時限、または土曜の 4時限～ 5時限、学内での博物館
実習を行っている。
春学期には、「資料の基礎的な取り扱い」から「資料の梱包」、「資料の調書の取り方」へと段
階的に実習し、あわせて月に 1度程度日曜日を利用した近畿圏の博物館・美術館施設の見学実習
を行ない、博物館における学芸業務全般についての基礎的な知識の習得を行うようにしている。
秋学期には、実習生による「関西大学博物館実習展」の開催へ向けての具体的な作業について
実習する。今年度は、特に全体テーマを掲げず、実習生がグループを形成してひとつのテーマを
選択、様々な文化遺産を取り上げ、大学、教員、学生と地域の住民、自治体、企業との連携を探
る展示 5つを企画することとなった。
この「博物館実習展」は、習得した学芸業務についての知識と経験、受講生の専門分野や興味
を基に、自発的にグループを結成して準備、実施する展示会で、博物館実習の集大成としての行
事である。自主的に組織した学生のグループがテーマを設定し、展示物、展示方法などを話し合
い、展示資料の借用交渉なども自ら行ない、充実した内容での展示会を実施することができた。
内容と来館者アンケートの結果を、実習展の報告として収録した。
年末には、博物館関連科学や研究活動についての実習と講義、年明けには実習の反省会を開催
して、平成23年度の博物館実習のカリキュラムを終了した。
平成23年度の博物館実習担当者は、本学教員とともに博物館・美術館や研究機関、行政機関に
所属される学芸員、専門担当者を委嘱してあたった。
平成23年度　担当教員
髙橋隆博　文学部教授　　　　　　　　　　　森　隆男　文学部教授
米田文孝　文学部教授　　　　　　　　　　　西本昌弘　文学部教授
原田正俊　文学部教授　　　　　　　　　　　黒田一充　文学部教授
橋寺知子　環境都市工学部准教授
林　　進　元大和文華館　　　　　　　　　　河合正人　元あやめ池自然博物館
佃　一輝　佃一茶庵　　　　　　　　　　　　北川博子　財団法人阪急学園池田文庫
明尾圭造　大阪商業大学商業史博物館　　　　西川卓志　西宮市立郷土資料館
伊藤健司　元興寺文化財研究所　　　　　　　伊藤信明　和歌山県立文書館
一瀬和夫　京都橘大学教授　　　　　　　　　文珠省三　大阪歴史博物館
山内紀嗣　天理大学附属天理参考館
熊　博毅　関西大学博物館　　　　　　　　　山口卓也　関西大学博物館
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平成23年度博物館実習受講者数表
全体
学部
3年次 4年次 合計
法学部 0 3 3
文学部 47 8 55
経済学部 0 0 0
商学部 1 0 1
社会学部 2 1 3
政策創造学部 1 0 1
外国語学部 0 0 0
総合情報 0 0 0
理工系学部 1 1 2
小計 52 13 65
大学院 4
科目等履修生 2
総合計 71
院・学部・年次別 3年次 4年次 大学院 科目等 合計
1組（金曜日） 44 3 0 0 47
2 組（土曜日） 8 10 4 2 24
合計 52 13 4 2 71
男女比 男子 女子 合計
1組（金曜日） 12 35 47
2 組（土曜日） 6 18 24
平成23年度博物館実習展集合写真
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関西大学博物館　関西大学千里山キャンパス　阪急千里線関大前駅下車　徒歩10分
〒564-8680 大阪府吹田市山手町 3-3-35　TEL：06-6368-1171　E-mail：hakubutsukan@ml.kandai.jp
関西大学博物館　関西大学千里山キャンパス　阪急千里線関大前駅下車　徒歩10分
〒564-8680 大阪府吹田市山手町 3-3-35　TEL 06-6368-1171　E-mail：hakubutsukan@ml.kandai.jp
11月13日（日）～11月18日（金）開館時間:10時～16時入館料:無料
関西大学博物館第2展示室（簡文館内）
関西大学博物館実習展
平成23年度
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関西大学博物館
関西大学千里山キャンパス　簡文館内
〒564-8680　大阪府吹田市山手町 3-3-35　TEL：06-6368-1171
http://www.kansai-u.ac.jp/Museum/index.html
E-mail：hakubutsukan@ml.kandai.jp 
■アクセス　関西大学千里山キャンパス 阪急千里線「関大前」駅下車 徒歩 10分 関西大学博物館
正門
関大前駅
?
?????????
???????????? ?? ?? ??
???????
扇は今日の私たちの生活において、その多くが納
涼の道具として用いられています。本来の扇は風を
送る機能のみならず、様々な機能や役割を有してい
ました。人の所作と結びついたコミュニケーション
ツールとしての機能、扇面上での絵画鑑賞やイメー
ジ共有、儀礼の道具としての役割などとして、扇は
時代を超えて用いられてきました。
今回の展示では、書画としての扇、儀礼や所作と
して用いられる扇、貿易品としての扇を紹介すること
によって、扇の歴史と共に、様々な機能や役割、そし
て扇の魅力について観覧者の皆様に触れていただ
きたいと考えています。
　現代において私たちの生活から急速に遠ざかっ
てしまった三味線。
　この楽器は、大陸より我が国に入ってきて以来、
様々な人たちを担い手として、日本独自の発展を
遂げてきました。特に、江戸時代には町人文化の
代表的な音楽として開花し、多様な三味線文化が
生み出され、日本人の暮らしに根付いていくことに
なります。
　今回の展示によって、ほんの少し前まで日常の
中で親しまれてきたこの楽器を、少しでも身近に感
じていただければ幸いです。
江戸時代には傘は高級品でした。そのため庶民
の間では、上級武士達の古傘を修理した張替傘が
使用されていました。また、古くから日本には、ものを
粗末に扱うと祟られるという付喪神の信仰があった
と考えられています。
しかし、ビニール傘などが広く普及した現代では、
使い捨てや買い直しが多くなっています。技術革新
による大量生産が人々の生活の利便性を高めた一
方で、ものに対する意識の変容を引き起こしたので
す。本展示では、自然の素材で作り上げられている
和傘とその歴史を通じて、日本人の心を振り返って
みたいと思います。
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「節電、節電言うて、昔は電気なんてちっともあら
へんかったのになあ」
一人のおばあさんのこの言葉が、私たちの展示
の第一歩でした。
電気に囲まれて育った私たちの世代には想像し
にくい「無」電化の生活。そして実際にその生活を
経験した方々には懐かしく感じていただけるであろ
う、電気のなかったあのくらし。
節電の夏を過ごし、日本中が電力に頼った現代の
生活の姿を再認識させられた今年。様々な世代の
皆様に電気以前のくらしに思いを馳せていただき、
くらしと電気のあり方について改めて考えてみてい
ただければと思います。
みなさん「ゆるキャラ®」を知っていますか？日本
各地でＰＲ活動や地域産業の活性化に励む、ゆるく
て愛らしいマスコットキャラクターのことです。この
展示では、人々に「ゆるキャラ®」という存在が定着
するまでの経緯、近畿各地で活躍しているキャラク
ターたちの紹介やデザインのモチーフ、彼らによっ
てもたらされた波及効果、さらに携わった人々の努
力や苦労なども展示したいと思います。
この展示を通じて、ゆるキャラ®たちに込められた
熱い思い、そして、彼らの「ゆるくない」一面を知っ
ていただけたら幸いです。
双六（すごろく）は、サイコロを振って出た数だけコ
マを進めるというゲームです。
様々な世代に親しまれてきた双六は、人々の暮ら
しに合わせて絶えず変化しています。
江戸時代には、家にいながらにして旅の気分を味
わえたり、名所を飛び廻ったり、当時の生活をあらわ
すような双六が流行しました。
本展では双六を通して、江戸時代の人々の風俗
や価値観に触れ、今にも受け継がれる楽しむ心を感
じていただければ幸いです。
関西大学博物館実習展平成23年度
はりかえがさ
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